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• 
よりも鞘々劣る様であづt:.其他の供詩劇では
コロデノ"JI'、石次硫黄合剤、ツ 4ド、石灰硫
黄合剤の華ヲグサ4ドの順に効力低 Fし何れも
(').8必の如き温厚液では梢々動力があるが夫以
下の稀薄液では殆んE効力が現tまれなかった.
更に同一銅含量の液の費病制止効率ぞ見るさ
純錦 O.l~ 液ではボルドク最も太できたでクポ f
ト、サンボルド夕、王銅の踊でð.04~液ではボ
ルドク、サシボ1t-ドウ、活性ボルドウ、クボ4
v、王制の順ざなり、 0・02~波では王銅の効率
が高まり、サンボルドクに究C結果さなって居
る.
• 
之ぞ要するに各種農用撒布捷剤の劫カは、上
記の方法によるさ帽の成僧上で判然さ匝別治宝
tまれ、充分俄定の目的伝達する事が出来る.そ
うして稲胡腐葉備病の設とき.制止には銅賞Ilti種類
にもよるが、一般に有効でaうるが、硫黄剤は殆
んど効力を現はさない様で1>った.
本研究は技術院助成金並に文部省自然科肇研
究費(武居教授班)の補助によりて貰施した‘
のである.記して深甚の謝窓を表する.本研究
の詳細な報告は別IC保管い草表の機曾制わ
こさにする.
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• 
1.緒胃
主要食糧の培産は、刻下最緊要の事項である
が、本邦巳於ける米要作は技術的に既にカ、なり
に蓮歩集約fとして居。、其培院の能地も少ない
から、其念遁な喰産は望み難い然るに甘藷作に
昔もては(1)地域的には山野示耕地を開聖し直ち
に植義し得るのみなら歩、 (t)技術的にJ毒殺培
敬良の絵地が少な〈ない離から、其念建な増産
が期待し得られ:a.o然し甘藷は其特性さじt耐
感性が低〈、且つ水分が多く嵩高い酷から、轍
建或は貯蔵が困難で、腐敗の危険が多いd之は
韓培者の生産意慾槍準の上に、或は消極者の思
想の上に影響が大きいから、甘藷の貯蔵さ腐敗
坊止は刻下の最重要問題の一つである。夫で筆
者等は之が研究に従事し、その遂行に首りτは
先づ貯蔵中に費生する病害の種類を調査し其原
因を究明する事さしfこ.
本研究に於てtは筆者ーは甘藷の海蔵中に費生す
る (1)黒斑病()按腐病 (3)決腐病 (4)薗綾
病 (5)尻腐病 f6)軟腐病 (7)白腐病、白〉爪珪
黒斑病 (9)乾朽ー 病 (10)禍色乾腐病 (11)様癒
病 (12)紫紋柄箔零;の病害につきでモの(-)宣言
病の欣況〈二〉病徴(三〉病菌の形態倖J盛博染偲
路友分類学Fにつき賞磁調査しすこ.其詳細口説て
は別の機合に報告する事とし設には其概要三し
で之等病害の外観的或は肉眼的の鑑別表のみを
掲げるこ~ ~する.
2・貯臓甘藷を慢書する病書の外観的
鑑別表
At)被害郎は蕗の内部に及び表面的ではない。
BI)被害は乾性で終には乾蝿固化する。少〈
さも~トペトにならぬ，
.Ci)病斑は初めは比較的渇く、健部さの境
判然し後僅がに凹降する.
121)病斑は黒色、多〈は青味ぞ帯ぴるeき
黒斑情Cerato・tom!ll1afi叫 riata(E. et H・}
ELUOTT 
D，)病斑は禍色で背味を瀞びない.
根腐病 Thielaviaba由。1aZOPF. 
Ct)被害部は全閥的に黒墜し錦織内にはIJ、
黒黙を鰐布す。最腐病Sclero“1JC!Ibata ticol・
T~UB. 
(lS) -18-
cs)被害邸の表面lこは黒色の薗侵様値.t生歩
る.
D3)薗懐は梢大形鼠糞快其費面近くに1'x
色の績を生守る.菌援病Bo'try:tisciner・a
PER8. 
D4)薗援は更にIJ、形でO.5-1.5mm屡々密
に叢生尻腐病 Dinporthobatatatlo (E. et 
H.) HART. et FIELD. 
C.)被害部に生守る撒は黒色ではないa
Dd)徹は自信政白色可或は赤紫色等。
乾朽窺Fusariumlip. (種類の索引は別表〉
叫〉償は青緑色、勝服、多漁時は白色ー角賦
聞を生.1'る。膏鑑病Penicilliumexpaneum 
LINK. 
Bg)被容は漁性、水分~<みトd トじなる
C3 )被害Sßの表面にクリーム肱の小塊~!F.
ヒ酸敗臭がある.
細菌性腐l&病 Bacillu8Batatae OTANr. 
Co)被害郊の表面特に傷郎l乙微を生参る。
D1) f監はクモメス賦終:亡黒鍵ずる。
軟腐病RhillOPUInigricaIIs E HRENB.最も
普通。屡 R.tritici .SAITOを見る。
DS)徹は毛賦繊細後灰褐色と怒るa
毛織病 Mucor.inuccdo L. 
D9・〉搬は白色角賊oj突起を生やる先端は脅
緑色となる。青徴病 Penicilliu凶 expansum
LINK、
D10)蝕は白色極めて繊細殆んと着色せや。
白腐病:Pythi~m opinosum SA W AIU. 
At)被害郎は表面的T藷の内部に建せない。
B1)藷の表面は紫褐色の訴吠薗締で網そ被つ
だ様に被はれる。準んだ物は全臨説散する。
紫紋羽病 He1icoba4idummom'Pa TAN. 
B2)禍の表面に黒褐色癒欣の斑Z誌を生ヒ表
皮に巌を生やる.
黒癒病Monilochaetesint'1ロ舵阻sHALSTED. 
Bs.)踏の表面に黒色の搬や生やる.
煤皮病 Torll由1
B払4コヲ3語の去面κ肉柱色φ1償鑑4を旨生やる.
茶皮病 Ver凶t“i匂凶0oillumB印p.
3・甘藷の乾朽病菌新月形薗 (Fu.arium)
圃及び類似菌の鑑別
更に貯蔵甘藷の乾朽病iま新月形薗屠〈町凪rium
蝿〉或は其近縁薗喝の侵害に碁因するもので之
が種類の問定~も狩ったム其類別i玄関眼では勿
論顕微鏡下でも相官困難で求明の貼もある域、
榊燃したものd 略性質による種類の煎1
~併せ記載する.
甘藷の乾朽病原 (Fn郎rium)属及類似菌類D
鑑別表
A.1)小型分生胞子は鎖賦tこ建生、大型分生胞
子細長〈中央部直秋、南端梢笥尚漸尖失頭
GibberellJi saubinetii (MONT.) SACe. 
A2) 大型分生胞子鎌欣、小型分生胞子及厚膜
脆託子は存在する.
Bi)大型分主主胞子は比較的厚膜で踊膜も厚〈
頂端鈍胡で基部は筑頭賦又は脚脚Martie1h
群〉
c:J)大型分生胞子は主さしτ3隔膜で比較
的小形 F.Soll1w (MAR'1'.} APP. et WR. 
C. )大型分生胞子は主さしτ5隔膜で大形
F・駒llIJli(.M~T) APP，・ etWR.ゃeumartii
(CARP.) WR向
l}.J)大型分生1包乎は比較的薄膜で隔膜も蒋
い。南端に漸金し先端は尖螺基部は脚賦-r
盆す。 (Eleg回9群〉
c，)分生胞子は麗帯青色なる半球欣胞子検
に生巴腹脊性願著、多qi3隔胞子.
Jo'. bulbigenum CKB. et MASS. v. batatas. 
WR 
C4)分生胞子は散生し牛球秋胞子堆じ生ぜ
や。 F.orth∞etas APP. et WR. 
Aa)大型分胞子は直般紡錘形厚膜胞子は存ず
れども小型胞子は稀空中薗緑は茶褐色・
F. semitectum B. et B，. 
A4)大型分生胞子は国筒形、両端園胡、基部
に僅かに筑胡欣突起を有するニさあり.
Oylin，drocarpon属
. Ba)胞子は棺小形。-1隔膜.
O. didymumll歪ART)WR. 
B4 )胞子は輸大形1-3隔膜.
O. ra.dicicoln WR. 
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